
-市の人口と世帯数--…-－

7月1日現在 前月比

人口 31，574人 （－6）

男 15， 488人 （＋4）

女 16，086人 （－10）

世帯 8，721世帯 （＋4）
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盛況だった

高萩市民まつり
S月号恒例の「高萩市民まつり」が、 7月22日と23日の2

日間行われました。

22日の夜は、駅前通りを中心に「市民ぱやし」流しお

どりが午後7時30分から行われ、参加した団体1,500人と

一般参加者あわせて約2,000人がゆかた姿や、ふだん着

で午後9時まで汗を流しました。

このおどりに、アメリカから昨年9月筑波大に留学中

のフレツトリツク・カバナさんと妻のスー・カバナさん

が特別参加し、鈴木市長の指導で流しおどりを一緒に楽

しんでいました。

23日は、各町内で子どもミコシや町内ミコシなどがね

り歩き夏にふさわしい祭りでした。

No.221

高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り､明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

●
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１
１
１
１
１

当
‐
》

〃
み
ん
な
あ
つ
ま
れ

つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
〃

８
月
加
日
中
央
公
民
館
で

夏
休
み
の
１
日
親
子
で
楽
し
く
遊
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
（
雨
天
決
行
）

と
き
８
月
別
日
（
日
）
家
庭
の
日

午
前
、
時
ｌ
午
後
２
時

と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

参
加
費
１
０
０
円
（
子
ど
も
の
み
）

対
象
者
幼
児
か
ら
小
学
生
（
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
は
、
お
手
伝

い
と
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
）
．

も
っ
て
く
る
も
の
お
く
ん
と
う

つ
く
る
コ
ー
ナ
ー
竹
ト
ン
ボ
、
糸
電

話
、
ひ
も
人
形
、
革
工
芸
ほ
か

あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
。
歌
う
コ
ー
ナ
ー

｝
）

申
し
込
み
当
日
、
直
接
中
央
公
民
館

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

主
催
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
実
行
委
員
会

な
お
、
当
日
、
市
民
体
育
館
で
「
県
北

地
区
夏
期
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」

（
県
レ
ク
協
主
催
）
が
、
午
前
、
時
か

ら
皿
時
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
（
無
料
）

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
中
央
公
民
館

（
露
③
１
１
２
５
）
へ
ど
う
ぞ
。

茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は（3） 1151.1152です。
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有
明
町
第
２
分
団
の
詰
所
が
完
成

吟
唾
胤
》
馴
一
》
鋤
》
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：
錘
廻
寒
穂
漣
無

有
現
町
の
第
２
消
坊
分
団

有
明
町
の
第
２
消
防
分
団

高萩市勤労青少年ホームを建設

来年4月の開館めざして
’.｡計沖

四

軽

敷

き

屯

司

二二

E二

詰
所
が
完

成
し
ま
し
た
・

こ
の
詰
所
は
、
旧
詰
所
が
木
造
の
建

物
で
、
す
で
に
古
く
な
り
危
険
性
が
あ

る
た
め
、
新
ら
た
に
建
設
が
す
す
め
ら

れ
て
い
た
も
の
で
す
。

完
成
し
た
詰
所
は
、
鉄
骨
ブ
ロ
ッ
ク

二
階
建
て
で
、
総
面
積
は
、
媚
・
６
平

方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
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さ
る
７
月
８
日
、
下
君
田
字
中
井
で

高
萩
市
立
君
田
中
学
校
及
び
君
田
統
合

小
学
校
建
設
敷
地
造
成
工
事
の
起
工
式

が
、
関
係
者
１
７
０
名
の
出
席
を
え
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

君
田
中
学
校
及
び
君
田
統
合
小
学
校

の
建
設
は
、
鉛
年
、
別
年
度
の
２
年
次

計
画
で
す
す
め
ら
れ
、
す
で
に
国
有
地

や
民
有
地
の
買
収
が
終
り
、
敷
地
造
成

工
事
を
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
の
学
校
敷
地
に
用
す
る
面
積
は
３

勤
労
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
趣
味
な
ど
の
健
全
な
余

暇
活
動
の
場
と
す
る
二
局
萩
市
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
」
（
仮
称
）
が
高
浜
グ
ラ

ン
ド
に
建
設
が
き
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
「
高
萩
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
」
は
、
鉄
筋
造
り
、
一
部
鉄
骨
造
り

の
一
階
建
て
で
、
研
修
、
講
習
、
音
楽

図
書
、
体
育
室
、
そ
し
て
シ
ャ
ワ
Ｉ
室

な
ど
が
あ
り
、
総
面
積
は
、
８
６
２
．

９
２
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
総
建
設
費

は
、
１
億
８
６
万
円
で
、
こ
の
う
ち
国

庫
補
助
３
，
０
０
０
万
、
県
補
助
３
，

０
０
０
万
円
起
債
２
，
８
０
０
万
円

な
ど
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

建
設
工
事
は
、
弘
年
３
月
に
は
完
成

す
る
見
込
み
で
、
同
４
月
１
日
に
は
開

館
で
き
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲
完
成
予
想
図

君
田
小
・
中
学
校
の

敷
地
造
成
工
事
す
す
む

４
，
３
６
７
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

こ
の
う
ち
校
舎
が
建
設
さ
れ
る
敷
地

と
運
動
場
の
一
部
の
敷
地
造
成
工
事
が

陸
上
自
衛
隊
君
田
小
・
中
学
校
建
設
敷

地
造
成
工
事
作
業
隊
の
手
に
よ
っ
て
造

成
さ
れ
ま
す
。

作
業
隊
は
、
肥
後
一
尉
外
蛇
名
の
隊

員
で
、
７
月
８
日
か
ら
始
め
ら
れ
９
月

醍
日
ま
で
に
敷
地
造
成
が
完
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

口
こ
と
し
も
市
民
の
み
な
さ
ん
と
親
睦

と
融
和
を
は
か
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
と
お
し
て
、
明
る
く
住
み
よ
い
市

政
を
進
め
る
た
め
に
、
第
９
回
「
高
萩

市
民
号
」
を
運
行
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
期
日
粥
年
加
月
”
日
（
日
）
日
帰

り

○
場
所
東
京
都
内
遊
覧

○
募
集
人
員
５
０
０
人

○
申
し
込
み
受
付

９
月
１
日
か
ら
市
役
所
市
民

相
談
室
で

○
費
用
お
と
な
７
，
３
０
０
円
Ｊ

こ
ど
も
５
，
３
０
０
円
噸く

（
３
歳
か
ら
吃
歳
ま
で
）

市
民
号

今
年
は
都
内
遊
覧

〈
）

あ
り
ま
せ
ん
。
一

一

※
く
わ
し
い
こ
と
は
後
日
、
チ
ラ
シ
ま

た
は
週
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
市
民
活
動
課

電
③
２
１
１
１
（
内
線
２
１
９
．
２
３

３
）
へ

費
用
は
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す

○
日
程高

萩
駅
発
午
前
７
時
加
分
ご
ろ

上
野
駅
着
午
前
、
時
ご
ろ

都
内
遊
覧
・
・
・
…
皇
居
前
、
浅
草

観
音
、
靖
国
神
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
セ
ン
タ
ー

上
野
駅
発
午
後
４
時
ご
ろ

高
萩
駅
着
午
後
７
時
ご
ろ

○
そ
の
他

昼
食
は
、
準
備
し
ま
す
の
で
必
要
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国保税条例の一部が改正されました

国民健康保険税条例が一部改正されました。これは

地方税法の一部改正に伴う課税限度額などの改正と、

年々医療給付費などが増嵩の傾向にあり、国民健康保

険事業の財政運営が困難なため、あん分率（税率）の

改正をしたことが主なる内容で、さる7月27日臨時市

議会で議決され、今年度の国保税から適用されること

になりました。

改正された点は次のとおりです。

○あん分率（税率）及び税額

農地の売買・転用は

許可を受けてから

年度別|所得割額|資産割額(i瀞嬉|i]鰯管喚）
農
地
を
耕
作
す
る
た
め
に
売
買
し
た

り
、
貸
借
す
る
と
き
、
あ
る
い
は
、
農

地
を
宅
地
や
山
林
な
ど
に
転
用
す
る
場

合
に
は
、
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す
。

「
何
と
な
く
手
続
が
面
倒
だ
か
ら
：
・
・
」

と
い
う
理
由
で
、
股
地
法
の
許
可
を
受

け
な
い
で
無
断
転
用
す
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

無
断
転
用
は
、
違
法
な
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

と
く
に
、
農
地
を
移
動
す
る
と
き
、

あ
い
ま
い
な
知
識
で
判
断
す
る
こ
と
は

ま
ち
が
い
の
も
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば
、
お
互
い
に
契
約
を
し
て

し
ま
っ
た
あ
と
で
、
農
地
法
の
許
可
申

52羊度｜稲鶚 ヨ,780円 ‘,120円 無
断
転
用
は
違
法

53年度｜猯器 ‘’2"円| 6,690円
‐

伸長率' 1013%' 1024% 1130%｜ ］093％
○課税限度額が、 19万円（改正前17万円）に引き上げ

られました。

地方税法の一部改正により、算出税額の合計額が、

19万円を超えるときは、年税額が19万円となります。

○所得の少ない世帯の国保税減額の改正（地方税法に

もとづき、均等割額、平等割額が減額されます。 ）

減額される世帯

(ｲ)被保険者の前年の所得合計額が20万円以下の世帯

（6割減額）

㈲前年の所得が20万円と、被保険者1人ますごとに、

16万円(改正前15万円)を加えた額以下の世帯(4割減額）

減額される税額

‐

請
を
し
た
と
こ
ろ
が
、
許
可
に
な
ら
な

か
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
契
約
が
、

実
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
困
っ
て
し
ま
い

ま
す
。ま

た
、
最
近
、
農
地
転
用
の
許
可
を

受
け
た
後
、
雑
草
の
生
い
茂
る
ま
ま
に

放
置
さ
れ
て
い
る
土
地
が
数
多
く
見
う

け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
土
地
は
、
隣
り
の
農
地

な
ど
に
迷
惑
を
か
け
る
ば
か
で
な
く
病

虫
害
や
火
災
の
発
生
原
因
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
責
任
を
も
っ
て
刈
り
払
い
を

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

転
用
農
地
は
放
置
し
な
い
で

か
な
ら
ず
農
業
委
員
会
へ

農
地
の
売
買
や
貸
借
、
ま
た
は
、
農

地
転
用
を
行
う
場
合
に
は
、
ま
ず
、
農

業
委
員
会
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
転
用
の
手
続
き
は
、
申
請
す
る

人
が
申
請
書
を
作
成
し
て
農
業
委
員
会

へ
提
出
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
書
類
は

農
業
者
年
金
に
は
、
全
国
で
１
１
２

万
人
が
加
入
し
て
お
り
、
す
で
に
５
万

余
人
が
、
経
営
移
譲
年
金
を
手
に
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
閉
年
１
月
末
日
を

も
っ
て
、
大
正
５
年
１
月
か
ら
昭
和
ｎ

年
３
月
生
れ
の
方
は
、
加
入
資
格
を
失

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
資
格
を
失
っ
た
方
を
救
済
す
る

た
め
、
こ
の
た
び
農
業
者
年
金
制
度
の

改
正
が
あ
り
、
時
効
完
成
保
険
料
の
特

例
納
付
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
金

秋の農業雇賃金標準額

、認定のお知らせ

農業労働力不足の現状にかんがみ、かつ雇

作業体制を確立するため、農業雇賃金の標準

額を設定いたしましたのでお知らせいたしま

す。

作業別農業労働標準賃金

７
月
１
日
か
ら

農
業
者
年
金
未
加
入
者
の
救
済
が

ー'

’
別

備礒前電一
水稲収穫作業

性 二学

一弓

男 ’ 女

3,800円3,800円
昼食付、時間

は1日として

別に定めない。

農
業
委
員
会
で
受
理
し
、
審
査
し
ま
す

そ
し
て
、
県
に
書
類
を
送
り
、
県
で

審
査
を
し
、
許
可
、
不
許
可
の
決
定
を

し
て
、
市
の
委
員
会
か
ら
申
請
さ
れ
た

人
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
例
納
付
の
手
続
に
よ
っ
て
加
入
で

き
る
方
は
、
大
正
５
年
１
月
生
れ
以
降

の
方
で
、
こ
の
年
金
の
加
入
手
続
き
を

し
ま
す
と
農
業
者
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
加
入
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
農
業
委
員
会

（
雷
③
２
１
１
１
内
線
２
５
２
）
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

作業' 3,000円' 3,000円畑

作業別動力標準料金

雇雨区21単 位| 賃
｜白

金 ｜ 備 考
’000円|燃料及びを燃料及び技

術者付き
脱 穀1時間当り

バインダー10a当り

ハーベス.ター ヤlv右何さ

8,000円

8,000円〃 (網つき)

もみすり 玄米60"9 1 380円’ 〃

畑耕起| 10a当り | 6,000円’ 〃

減税区分|蝋H鵠典り1減額する税額
6割減額世儒: |皇謁
4割減額世帯

円
円

０
０

２
５

５
４

１
２

割
割

等
等

均
平

2,270円

3,680円
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700人が海岸を清掃
夏休象のシーズンを前に、明るく住みよいまちづくり市

民運動推進協議会では、さる7月16日の「家庭の日」 「清

掃の日」に、高戸から高浜町海岸一帯の海岸清掃を行いま
した。

この清掃には、明るいまちづくり推進協議会、社協南、

北支部、高戸支部、子ども会、ボーイスカウト、青年会議

所の団体や海岸の近くに住んでいる市民など約700人が参
加、不燃物のゴミ2．2トンを回収しました。

なお、高萩の海岸は遊泳禁止になっていますので、泳が

ないでください。

好評だった絵画展
「私たちの作品をみてもらおう－」と、高萩美術協会

（代表村田猛さん）では、 さる7月16日から23日まで、 イ

トーヨーカド－3階ギャラリーで絵画展を開きました。高

萩美術協会は、48年に発足し40名の会員で結成され、今年

で5回目の絵画展を開いています。出品作は、10号以下の

油絵日本画など24点が出品され、作品をみにきたお客さん

から大変好評だったということです。

ー

舜

》
輻
癖
》
母
鯉
産
惟
錘
毎
銅
艀
唯
密
封
缶
細

弓
識
琲
峠
毛
触
皿
極
露
葬
渥
恥
辱
壁
華
神

一
難
瀧
坤
難
祷
言

》
１
腸
炎
ビ
ブ
リ
ォ
・
…
・
，
海
中
で
増
殖

し
魚
介
類
に
付
着
し
ま
す
。

生
ダ
ゴ
、
ア
ジ
塩
焼
な
ど

》”姥勿“〃姥ｚ〃〃勿勿勿勿多”姥〃”〃〃クク勿妨ｚｚ勿勿ｚ”〃勿勿〃密勿勿搦姪勿〃“勿物〃勿惣り勿勿勿笏泌泌ウ笏泌々

Ｖ
６
ｊ
ｌ
１
０

暑
さ
と
湿
度
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、

ビ
タ
ミ
ン
皿
の
消
耗
が
増
し
、
そ
の
結

果
、
食
欲
不
振
、
ね
む
い
、
だ
る
い
、

げんきですかお食
中
毒
の
魔
の
季
節
を

乗
り
切
る
た
め

保
健
婦掴

命
予
防
は
…
…
①
加
熱
処
理
②
水
洗

い
③
低
温
保
存
④
酢
に
つ
け
る

２
サ
ル
モ
ネ
ラ
：
…
・
犬
、
ネ
ズ
ミ
な

ど
が
保
菌
し
て
い
ま
す
。

冬
予
防
は
…
…
①
加
熱
処
理
②
ソ
族

昆
虫
の
駆
除

３
ブ
ド
ウ
球
菌
・
・
：
：
空
気
中
、
じ
ん

あ
い
、
水
中
と
い
た
る
と
こ
ろ
に

存
在
し
、
健
康
な
人
で
も
幼
パ
ー

セ
ン
ト
保
菌
し
て
い
ま
す
。
と
く

に
、
化
膿
性
疾
患
を
も
っ
て
い
る

人
が
食
品
を
取
り
あ
つ
か
う
こ
と

は
危
険
で
す
。

に
ぎ
り
飯
、
弁
当
類
な
ど

零
予
防
は
。
…
・
・
低
温
保
存

４
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
…
…
土
壌
中
に
棲

息
す
る
嫌
気
性
菌
で
条
件
が
よ
い

と
、
毒
素
を
産
生
す
る
。
’
一
シ
ン

仕
事
の
能
率
が
上
が
ら
な
い
な
ど
の
不

快
な
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

こ
れ
ら
が
い
わ
ゆ
る
「
夏
バ
テ
」
と

い
わ
れ
る
も
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
大

丈
夫
で
す
か
。
夏
バ
テ
を
防
ぐ
に
は
、

何
と
い
っ
て
も
睡
眠
を
き
ち
ん
と
と
る

こ
と
、
涼
し
い
生
活
の
工
夫
と
、
・
ハ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
重
要
で
す
。

夏
の
睡
眠
不
足
は
、
疲
れ
を
増
し
、

健
康
を
害
す
る
原
因
と
も
な
り
ま
す
か

ら
、
で
き
る
だ
け
昼
寝
を
し
て
カ
バ
ー

急
一
，
）

I
に

山
化
学
的
物
質
：
。
…
ヒ
ソ
ミ
ル
ク
中
毒

米
ヌ
カ
油
中
毒
が
あ
り
ま
す
。

零
予
防
は
：
…
〃
調
理
場
に
お
け
る
添

加
物
、
防
虫
剤
、
殺
ソ
剤
な
ど
の

整
理
整
頓
を
し
て
誤
用
を
防
ぎ
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
、

高
萩
食
品
協
会
で
は
、
８
月
、
９
月
を

指
導
強
化
期
間
と
し
て
、
各
地
区
の
食

品
衛
生
指
導
員
が
店
舗
を
巡
回
し
て
、

指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
高
萩
食
品
協
会
）

◎
化
学
性
食
中
毒

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
涼
し
い
生
活
と
い
っ
て
も
、
冷

房
の
き
き
す
ぎ
や
、
扇
風
機
の
風
に
あ

た
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
要
注
意
。
冷
え

す
ぎ
も
ま
た
健
康
を
損
ね
ま
す
。

栄
養
面
で
は
、
ビ
タ
ミ
ン
皿
の
多
い

強
化
米
、
強
化
味
噌
、
豚
肉
、
豆
類
や

一
一
ラ
、
’
一
ン
’
一
ク
、
ね
ぎ
類
な
ど
体
内

で
積
極
的
に
皿
を
つ
く
る
食
品
を
と
り

入
れ
た
、
、
ハ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に

し
ま
し
よ
う
。

◎
自
然
毒

の
い
ず
し
に
よ
る
中
毒
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

零
予
防
は
…
…
加
熱
処
理

フ
グ
毒
、
貝
毒
、
キ
ノ
コ
毒
な
ど
で

す
。
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昔
を
の
話
だ
け
ど
、
あ
る
と
こ
ろ
に

兄
弟
が
あ
っ
た
ん
で
す
と
。

こ
の
二
人
は
、
山
狩
り
が
好
き
だ
っ

た
ん
で
す
と
。
常
に
お
父
さ
ん
に
、
「

山
狩
り
、
川
狩
り
は
馬
鹿
が
す
ん
も
ん

だ
。
あ
ん
ま
り
や
る
も
ん
で
ね
え
。
」

と
言
わ
れ
て
い
た
ん
で
す
が
…
…
。

そ
の
日
も
鉄
砲
を
か
つ
い
で
、
そ
し

て
山
へ
出
か
け
て
い
っ
た
ん
で
す
と
。

そ
う
す
つ
と
。
ど
こ
ま
で
と
な
く
奥
山

へ
入
っ
て
い
っ
て
、
そ
う
し
て
兄
弟
し

て
行
っ
た
ん
で
す
と
。
別
れ
道
が
あ
っ

た
ん
で
す
。

兄
貴
と
弟
で
「
お
め
え
は
こ
の
道
を

行
け
、
俺
は
こ
っ
ち
の
道
を
行
く
か
ら
」

っ
て
通
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
と
。
そ
う

し
て
行
く
と
大
き
な
岩
が
あ
っ
た
ん
で

二
一
一
二
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
壹
一
》
’
一
壱
二
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
一
二
二
一
一
一
一
一
一
一
二
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
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(その③）

母校に校章を贈る
昭和27年度高中の卒業生

「25年ぶりの再会に､新校舎の母校に記念にな

るものを－」と昭和27年度（第6回）高萩中学

校の卒業生415人の同窓会（代表伊藤克さん）の

みなさんからこのほど、新校舎になった高萩中

学校に校章が贈られました。この校章は、同卒

業生がさる4月23日恩師を招き110人が参加し、

25年ぶりの同窓会を開き決められたもので、た

て、よこ50センチと大きく、同校の玄関にとり

つけられました。

………"………'物与…

煙 l l
な自 光 i j

農脅 陛 I光化学 ｝

車動自

光化学 光化学

す
と
。

石
の
と
こ
ろ
ま
で
行
く
と
「
ぽ
つ
か

り
」
と
明
る
く
な
っ
て
い
ん
で
、
「
は

て
な
」
と
思
っ
て
狩
人
だ
か
ら
油
断
は

し
な
か
っ
た
ん
で
す
と
。
そ
う
す
っ
と

岩
の
か
げ
か
ら
、
お
姫
様
が
、
「
ち
よ

つ
」
と
顔
を
出
す
ん
で
す
よ
。

こ
れ
は
く
せ
者
だ
と
思
っ
て
、
鉄
砲

を
撃
ち
始
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。
「
ド
ー

ン
」
と
撃
つ
と
「
ひ
よ
つ
」
と
隠
れ
て

し
ま
う
ん
で
す
っ
て
。
そ
し
て
「
’
一
．

二
コ
」
と
笑
う
ん
で
す
っ
て
。

何
べ
ん
か
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
今

度
は
弟
の
方
で
、
「
も
う
兄
貴
は
何
か

あ
っ
た
な
。
」
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す

っ
て
。
「
や
や
玉
は
つ
き
き
っ
た
頃
だ
。
」

と
、
そ
ん
じ
上
の
道
を
行
っ
て
み
つ
と

鉄
砲
の
音
が
聞
こ
え
た
ん
で
す
と
。

鉄
砲
の
玉
に
は
、
何
か
特
別
の
玉
が

あ
ん
で
す
と
。
金
の
玉
と
か
銀
の
玉
と

ー

か
言
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
も
兄
貴
は
撃

ち
切
つ
ち
や
っ
て
、
「
ま
っ
て
る
よ
、

明
日
の
晩
に
来
つ
か
ら
ま
っ
て
る
よ
」

っ
て
後
ろ
ふ
り
向
い
た
時
に
、
そ
れ
「

ワ
シ
」
と
こ
れ
が
出
て
食
わ
れ
つ
ち
や

っ
た
ん
だ
っ
ぺ
と
言
う
ん
で
す
よ
。

「
は
あ
て
」
音
も
無
く
な
っ
た
の
で
何

土蹴
》
》

Ｊ

土蕊
駕

か
あ
っ
た
ん
だ
っ
ぺ
と
、
弟
が
行
っ
た

と
こ
ろ
が
、
や
っ
ぱ
り
お
姫
様
が
顔
を

出
し
て
「
’
一
コ
、
’
一
コ
」
と
笑
う
ん
で

す
と
「
さ
て
こ
れ
が
く
せ
者
で
、
兄
貴

を
た
い
ら
げ
た
の
か
。
」
と
思
っ
て
何

か
金
が
入
っ
て
い
る
王
と
か
、
い
よ
い

よ
の
時
の
玉
が
二
つ
あ
っ
た
ん
で
す

の
排
出
ガ
ス
や
、
工
場
の
排

煙
な
ど
に
含
ま
れ
る
炭
化
水
素
と
窒
素

ス
モ
ッ
グ
と
は

スモッグに

気をつけよう I

I
（

I

Ｉ
酸
化
物
が
、
上
空
で
太
陽
光
線
に
あ
た
る
被
害
の
症
状
に
は
．
…
・
・
目
が
チ
カ
チ

る
と
光
化
学
反
応
を
お
こ
し
、
光
化
学
力
す
る
。
涙
が
出
る
。
の
ど
や
鼻
が
痛

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
を
つ
く
り
ま
す
。
と
く
い
。
せ
き
が
で
る
。
息
苦
し
い
。
手
足

に
、
気
温
が
高
く
日
射
が
強
く
風
の
弱
の
し
び
れ
。
頭
痛
。
口
び
る
が
紫
色
に

い
日
に
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
を
つ
く
な
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

り
や
す
く
、
こ
の
と
き
発
生
す
る
ス
モ
○
目
や
、
の
ど
が
痛
い
と
き
は
、
水
で

ツ
グ
を
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
い
い
ま
す
目
を
洗
い
、
う
が
い
を
し
て
、
保
健
所

か
市
衛
生
課
に
す
ぐ
連
絡
を
し
て
く
だ

被
害
を
未
然
に
ふ
せ
ぐ
た
め
に

さ
い
。

○
植
物
、
動
物
な
ど
に
異
常
が
あ
っ
た

○
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
な
ど
が
発
場
合
に
も
、
保
健
所
か
市
衛
生
課
へ
す

令
さ
れ
た
と
き
は
、
外
出
や
外
で
の
運
ぐ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

動
は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
高
萩
保
健
所
②
２
６
２
８
、
市
衛
生

○
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
と
思
わ
れ

課
内
線
２
８
６
へ
）
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一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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と
、
そ
れ
も
兄
貴
は
撃
ち
つ
く
し
た
ん
朝
日
が
木
の
間
か
ら
「
チ
ラ
チ
ラ
」
と

で
し
ょ
う
ね
。
さ
し
て
き
て
、
自
然
に
化
け
の
皮
が
は

弟
の
方
は
、
覚
悟
を
決
め
て
、
そ
の
げ
て
き
た
ら
大
き
な
「
む
じ
な
」
だ
つ

撃
っ
て
み
ん
な
無
く
な
ん
な
い
う
ち
に
た
ん
だ
と
い
う
話
で
す
。

「
こ
ん
で
は
な
、
玉
も
無
く
な
っ
た
こ
そ
し
て
家
に
帰
っ
て
来
て
、
お
父
さ

と
だ
し
、
ま
た
明
日
の
晩
げ
来
つ
こ
と
ん
に
、
こ
れ
こ
れ
、
こ
う
い
う
訳
で
し

に
す
つ
か
ん
な
。
」
と
言
っ
て
、
そ
の
た
と
話
し
た
そ
う
で
す
。

上
等
の
玉
を
つ
め
て
、
引
き
金
を
引
く
「
そ
れ
み
ろ
、
常
々
言
っ
て
い
る
よ
う

ば
か
り
に
し
て
振
り
向
い
た
と
こ
ろ
へ
に
こ
の
山
狩
り
、
川
狩
り
っ
て
や
る
も

来
た
ん
で
す
と
。
ん
で
ね
え
。
」
っ
て
？
弟
の
よ
う
に
そ

そ
の
と
こ
ろ
へ
引
き
金
を
引
い
た
つ
れ
だ
け
気
を
引
き
し
め
て
か
か
ん
ね
え

て
言
う
か
ら
、
そ
こ
へ
お
姫
様
が
倒
れ
と
大
変
な
事
に
な
る
と
言
う
話
し
を
間

つ
ち
や
つ
た
ん
で
す
と
。
「
こ
れ
に
や
き
ま
し
た
よ
。

ら
れ
つ
ち
や
っ
た
の
か
。
」
て
そ
こ
で
「
こ
の
話
は
話
者
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま

泣
い
た
け
ん
ど
、
正
体
を
あ
か
さ
ね
え
奎
巨
き
起
し
た
も
の
で
す
。
」

う
ち
は
、
家
さ
帰
れ
な
い
で
、
そ
う
し

て
明
日
の
朝
ま
で
夜
が
明
け
る
ま
で
つ
高
萩
市
教
育
委
員
会
内

い
て
い
た
ん
で
す
っ
て
。
高
萩
の
民
話
調
査
編
集
委
員

そ
ん
で
、
そ
の
陽
が
あ
た
ん
な
い
う

（
電
話
③
１
１
３
１
）

ち
は
、
お
姫
様
で
い
た
ん
で
す
っ
て
。

ー
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福
祉
バ
ス
が

〃
は
ま
な
す
号
〃
に

市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
”
福
祉
バ

ス
鱸
の
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が

総
数
調
件
の
応
募
が
あ
り
社
会
福
祉
協

議
会
理
事
会
で
審
査
し
た
結
果
”
は
ま

な
す
号
哩
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

”
は
ま
な
す
号
鯉
と
応
募
さ
れ
た
次
の

方
々
に
は
、
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

村
田
君
子
（
石
滝
）
篠
原
富
美
子

（
島
名
）
坂
本
美
智
春
（
秋
山
）
泉
俊

彦
（
高
萩
）
皆
川
薫
（
高
浜
町
）
斉
藤

勇
（
安
良
川
）
菊
地
一
夫
（
高
浜
町
）

佐
川
モ
ト
子
（
大
和
町
）
下
山
田
和
司

（
下
手
綱
）

I
「
戦
時
中
の
本
当
の
出
来
事
を
、
こ
の

目
で
み
て
き
た
い
・
・
…
，
」
と
下
山
田
尚

方
さ
ん
（
沼
歳
）
Ⅱ
秋
山
１
１
０
１
Ⅱ

と
黒
尾
良
さ
ん
（
矼
歳
）
Ⅱ
春
日
町
１

の
６
Ⅱ
は
、
８
月
理
日
か
ら
調
日
ま
で

の
８
日
間
、
東
部
一
三
１
ギ
’
一
ア
戦
跡

慰
霊
巡
拝
に
参
加
し
ま
す
。

こ
の
慰
霊
巡
拝
は
、
県
知
事
を
団
長

と
し
て
、
県
内
か
ら
印
人
が
南
方
諸
島

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ー
ー
ア
戦
跡
の

慰
霊
巡
拝
に
参
加
す
る

こ
の
福
祉
バ
ス
”
は
ま
な
す
号
”
を

利
用
で
き
る
人
は

○
市
内
の
体
の
不
自
由
な
方
、
目
の

不
自
由
な
方
の
社
会
福
祉
に
関
係
す
る

下
山
田
さ
ん
と
黒
尾
さ
ん

で
戦
死
し
た
遺
族
を
対
象
に
巡
拝
を
行

な
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
が
２
回
目

で
あ
る
。
さ
る
兜
年
１
月
に
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
戦
跡
巡
拝
に
当
市
か
ら
赤
津
は

な
さ
ん
（
巧
歳
）
Ⅱ
上
手
綱
３
４
２
１

Ｉ
が
遺
骨
収
集
を
か
ね
て
巡
拝
に
参
加

し
て
い
る
。

下
山
田
さ
ん
と
黒
尾
さ
ん
は
、
と
も

に
大
東
亜
戦
争
の
、
南
方
諸
地
域
で
弟

が
戦
死
し
て
い
る
遺
族
で
あ
る
。

本
県
の
南
方
諸
地
域
で
の
戦
没
者

は
、
軍
人
軍
属
３
万
８
，
０
０
０
余
名

で
、
当
市
の
本
籍
出
身
者
で
は
、
約

１
０
０
名
が
戦
死
し
て
い
る
。

一
）

団
体○

社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る
研

修
、
各
種
行
事
に
必
要
が
あ
る
と
き

○
市
お
よ
び
、
公
共
団
体
が
主
催
す

る
研
修
各
種
行
事
に
必
要
が
あ
る
と
き

○
そ
の
他
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た

と
き使

用
時
間

午
前
８
時
訓
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

使
用
料
金

無
料
（
通
行
料
、
駐
車
料
な
ど
の
費

用
は
、
利
用
者
の
負
担
）

運
行
の
範
囲

県
内
一
円
。
乗
車
定
員
は
記
名
（
座
席

釘
、
補
助
椅
子
３
、
乗
務
員
席
２
）

申
し
込
み
方
法

高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
福
祉

事
務
所
内
）
に
直
接
申
し
込
み
の
こ
と

（
電
話
③
２
１
１
１
内
線
２
８
３
）

「
異
郷
の
地
に
眠
る
英
霊
を
慰
め
る
た

め
に
行
き
ま
す
が
、
と
に
か
く
、
戦
時
中

の
本
当
の
姿
を
こ
の
目
で
み
て
き
た

い
。
当
時
、
現
地
は
食
糧
が
不
足
だ
っ

た
と
聞
き
ま
し
た
か
ら
、
供
え
物
も
多

く
持
っ
て
い
っ
て
供
養
を
し
た
い
。
」

と
異
口
同
音
に
話
す
。

「
ラ
§
ハ
ウ
ル
、
ニ
ュ
ー
ギ
’
一
ア
方
面

の
戦
没
者
の
遺
族
の
方
で
、
供
え
物
の

希
望
が
あ
れ
ば
一
緒
に
供
養
し
て
や
り

た
い
。
数
人
か
ら
は
、
す
で
に
た
の
ま

れ
て
い
ま
す
が
：
：
．
．
。
連
絡
が
あ
れ
ば

お
引
き
う
け
し
た
い
。
そ
し
て
現
地
の

土
を
持
ち
帰
っ
て
み
な
さ
ん
に
分
け
て

や
り
た
い
。
」
と
巡
拝
の
準
備
に
と
り

か
か
っ
て
い
る
。

鼻
Ｗ
民
農
鯵

あ
の
小
さ
い
ホ
タ
ル
は
、
毎
年
六
月

十
日
と
も
な
る
と
き
ま
つ
て
す
が
た
を

見
せ
ま
す
。
道
ば
た
の
草
か
げ
や
、
ち

ょ
う
ど
、
手
の
と
ど
く
く
ら
い
の
高
さ

を
飛
び
な
が
ら
光
る
情
景
は
、
実
に
印

象
的
で
し
た
。
こ
ど
も
心
に
も
、
何
と

も
い
え
な
い
自
然
へ
の
感
動
を
お
ぼ
え

た
も
の
で
し
た
。

一
時
、
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ホ

タ
ル
が
、
こ
の
ご
ろ
市
内
で
も
ま
た
、

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と

は
、
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す

つ
い
こ
の
間
の
日
中
で
し
た
。
ひ
と

り
ふ
ら
り
と
島
名
か
ら
秋
山
地
区
を
歩

い
て
い
る
と
、
ま
こ
と
に
さ
わ
や
か
な

カ
ッ
コ
ウ
の
鳴
き
声
が
聞
え
て
き
ま
し

た
。
思
わ
ず
立
ち
止
っ
て
、
自
分
の
耳

を
疑
っ
た
ほ
ど
で
す
が
、
声
は
ま
ち
が

し
た
。
そ
の
す
が
た
が
、
ま
る
で
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

ホ
タ
ル
と
カ
ッ
コ
ウ
に
思
う

八
羽
Ｖ

画P

そ
れ
は
も
う
、
四

十
年
ほ
ど
前
の
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ホ
タ

ル
が
、
田
植
え
し
ご

と
を
終
っ
て
帰
る
夕

や
み
の
中
や
庭
先
に

出
て
涼
永
な
が
ら
眺

め
る
星
空
の
も
と
を

や
わ
ら
か
い
光
の
線

を
え
が
き
な
が
ら
、

飛
び
か
っ
て
お
り
ま

花
貫
ダ
ム
と
自
然
（
Ｙ
）

い
な
く
カ
ッ
コ
ウ
で
す
。
わ
た
く
し
が

市
内
で
初
め
て
耳
に
し
た
カ
ッ
コ
ウ
の

声
に
は
、
大
き
な
感
動
と
と
も
に
、
市

内
に
も
ま
だ
ま
だ
、
す
ば
ら
し
い
自
然

が
あ
る
と
い
う
喜
び
で
一
ぱ
い
で
し
た

（
カ
ッ
コ
ウ
の
声
は
、
ず
っ
と
昔
か
ら

聞
か
れ
た
と
い
う
こ
と
を
、
あ
と
で
部

落
の
方
か
ら
き
き
ま
し
た
。
）

人
間
は
本
来
、
自
然
の
中
に
生
き
、

自
儀
の
中
で
こ
そ
健
康
に
育
ち
ま
す
。

少
な
く
と
も
、
現
在
あ
る
こ
の
す
ば

ら
し
い
か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
、
そ

こ
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
み
ん
な
で
守

り
、
も
つ
と
も
つ
と
、
自
然
に
親
し
み

な
が
ら
、
次
の
世
代
へ
引
き
つ
い
で
い

く
こ
と
の
責
任
を
、
痛
切
に
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
き
よ
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

ノ



(7） 市報たかはぎ 昭和53年8月

国
民
年
金
法
な
ど
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
５
月
、
日
に
国
会
で
成
立
し

ま
し
た
。

今
回
の
改
正
は
、
拠
出
年
金
・
福
祉

年
金
に
つ
い
て
の
年
金
額
の
引
上
げ
、

無
年
金
者
の
救
済
の
た
め
の
特
例
納
付

所
得
制
限
の
緩
和
改
善
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

年
金
額
の
改
正
は
、
拠
出
年
金
は
７

月
１
日
、
福
祉
年
金
は
８
月
１
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。
改
正
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
拠
出
年
金

⑩
年
金
額
の
引
上
げ

昭
和
砲
年
度
の
全
国
消
費
者
物
価
指

数
が
副
年
度
に
比
較
し
て
６
．
７
．
〈

国民年金改正額

(拠出年金）

》

国
民
年
金
法
な
ど
一
部
改
正

拠
出
年
金
・
福
祉
年
金
の
年
金
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

晶窺|＄満|実施時期
16,408円17,508円

22,425円 23,925円

種 類

5年年金

老齢年金10年年金

25年年金 37,925円53年

48,133円7月1日

35,558円

障害年金

’ 2 級

晶母羊遺児年金
（福祉年金）

種 類

36.100円' 38,508円
36,100円 38,508円

－
セ
ン
ト
上
昇
し
た
た
め
に
、
年
金

額
も
こ
の
物
価
上
昇
に
あ
わ
せ
て
粥

年
７
月
分
か
ら
引
上
げ
に
な
り
ま
し

た
。

②
無
年
金
者
の
特
例
納
付

無
年
金
者
を
救
済
す
る
た
め
の
特
例

納
付
が
昭
和
弱
年
７
月
１
日
か
ら
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
例
納
付
の
で

き
る
期
間
は
昭
和
弱
年
７
月
１
日
か

ら
昭
和
弱
年
６
月
知
日
ま
で
の
２
年

間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
特
例

納
付
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
対
象
者
は
、
明
治
“
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
の
強
制
加
入
の
被
保

険
者
だ
け
で
、
他
の
公
的
年
金
受
給

者
や
加
入
者
及
び
そ
の
配
偶
者
な
ど

現行
(月額）

改正
(月額）

実施時期

老齢福祉年金 ’ 15,000円 16,500円

級

級

1
障 害

福祉年金
2

53年

8月1日

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

の
任
意
加
入
者
は
除
か
れ
ま
す
．

⑧
保
険
料
額
の
改
正

国
民
年
金
保
険
料
は
、
現
行
２
，
７

３
０
円
が
、
昭
和
別
年
度
に
は
３
，

３
０
０
円
、
昭
和
弱
年
度
に
は
、
３
，

６
５
０
円
と
な
り
ま
す
が
、
副
年
度

に
物
価
ス
ラ
イ
ド
が
行
わ
れ
た
場
合

に
は
、
そ
の
率
を
乗
じ
た
額
に
な
る

予
定
で
す
。

○
福
祉
年
金

の
福
祉
年
金
の
年
金
額
は
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
を
上
回
っ
て
、
老
齢
福
祉
年
金

と
障
害
福
祉
年
金
の
２
級
が
、
パ
ー

セ
ン
ト
、
そ
の
他
の
福
祉
年
金
は
い

ず
れ
も
ｍ
・
翠
パ
ー
セ
ン
ト
の
引
上

げ
と
な
り
ま
し
た
。

②
所
得
制
限
の
緩
和

受
給
者
の
本
人
所
得
制
限
の
基
準
額

は
老
齢
、
障
害
福
祉
年
金
は
、
夫
婦

２
人
の
場
合
、
年
収
１
６
４
万
４
千

円
か
ら
２
０
０
万
２
千
円
に
、
母
子

準
母
子
福
祉
年
金
は
、
年
収
３
２
０

万
円
か
ら
３
３
４
万
円
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
扶
養
義
務
者
所
得
制
限
は

６
人
世
帯
の
場
合
、
現
行
の
限
度
額

年
収
８
７
６
万
円
は
、
据
え
置
き
と

な
り
ま
し
た
。

③
恩
給
等
の
併
給
の
緩
和

昭
和
弱
年
８
月
１
日
か
ら
併
給
限
度

額
を
、
現
行
の
詔
万
円
か
ら
師
万
円

に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。鰯

）

一

一
帳
【

又
ゞ

厨
厳
罰
息
一

一
脚
洲
錘
‘
一

一
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
の
死
亡
者

《

一
に
「
妙
喜
霊
、
二
十
四
、
ふ
ろ
屋
敷
」
Ｆ

一
と
み
え
る
。
こ
の
年
の
二
月
十
四
日
に
一

一
「
ふ
ろ
屋
敷
」
の
妙
喜
と
法
名
を
つ
け
一

一
ら
れ
た
人
物
が
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
、

一

◆

一
こ
に
み
え
る
「
ふ
ろ
屋
敷
」
と
は
、
な
」

一
ん
で
あ
ろ
う
か
。

雨

一
柳
田
国
男
「
風
呂
の
起
原
」
に
よ
れ
》

ロ

ー
ぱ
、
森
や
林
の
字
を
書
い
て
「
ふ
ろ
」
坐

一
と
よ
ま
せ
る
例
が
西
日
本
に
は
あ
る
が
《

一
こ
の
過
去
帳
に
み
え
る
「
ふ
ろ
屋
敷
」
一
一

一
は
、
風
呂
の
あ
っ
た
建
物
や
敷
地
と
み
》
一

一
る
べ
き
で
あ
る
。
戦
国
時
代
に
は
京
都
》

一
の
公
卿
で
も
、
湯
殿
付
の
住
宅
に
は
い
》

一
憲
憲
註
舞
ば

一
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
慶
長
見
聞
集
」
》

一
に
よ
れ
ば
、
銭
湯
は
天
正
十
九
年
（
一
》

一
五
九
こ
に
江
戸
で
初
め
て
営
業
さ
れ
》

一
口

風

○
日
本
加
工
製
紙
青
年
婦
人
部
Ⅱ
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
益
金
め
ぐ
ま
れ
な

い
人
へ
４
２
，
２
１
０
円

○
松
本
基
さ
ん
Ⅱ
下
君
田

市
子
供
会
連
合
会
へ
は
ん
ご
う
加
個

中
央
公
民
館
へ
は
ん
ご
う
加
個

呂
銭
は
永
楽
一
銭
で
あ
っ
た
と
い

》
ｈ
ノ
。

お
そ
ら
く
、
「
ふ
ろ
屋
敷
」
は
竜
子

山
城
主
の
大
塚
氏
や
、
そ
の
重
臣
た
ち

が
入
浴
し
た
施
設
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
佐
竹
義
宣
の
家
臣
で
あ
っ
た
「
大

和
田
重
清
日
記
」
の
文
禄
二
年
（
一
五

九
三
）
十
一
月
二
十
四
日
の
記
事
に
、

「
番
渡
て
帰
、
早
天
に
幽
様
よ
り
御
風

呂
へ
可
参
と
御
使
者
あ
り
」
と
あ
る
。

夜
勤
が
終
っ
て
帰
る
と
、
早
朝
に
小
場

義
宗
様
よ
り
、
風
呂
へ
行
こ
う
と
使
者

が
あ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
当
時
、
城
内
か
そ
の
近
く
に

風
呂
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

１
～
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
１
１
１

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｒ

１
寺 . △窪E 二､ ■『 ‘: : ﾆ , 口 5 『 『､ ず■ f ‘■ ,. ▽,､舗短#即 K心詫對ロマ‘,,¥,写 5÷E韓程,ロロ.▽‘ ■珀甦

竜子山城跡

1 級

景母羊福祉年金 19,500円

22,500円 24,800円

15,000円 16,500円

21,500円



(B)市報たかはぎ(第221号）

中
央
公
民
館
で
は
、
余
暇
を
生
か
し

趣
味
と
実
益
を
楽
し
み
な
が
ら
勉
強
で

き
る
革
工
芸
・
色
紙
絵
講
座
を
開
き
ま

す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
多
数
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

、
蕊
、
、
貢
、
、
対
丸
丸
丸
丸
、
、
墓
、
、
、
、
、
、
轌
哩
、
、
対
、
、
ゞ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
丸
『
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
瓦
、
、
、
、
『
、
、
、
、
、
、
、
、
『
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｎ
、
、
、
、
、
、
、

革
工
芸
・
色
紙
絵
講
座
生
募
集

９
月
ｌ
ｎ
月

第
２
．
４
月
曜
日

午
前
９
時
扣
分
か

ら９
月
ｌ
弘
年
２
月

第
２
．
４
木
曜
日

午
後
６
時
か
ら

期
間
及
び
時
間
一
定
員20名20名

お
と
し
よ
り
の
居
室
の

増
改
築
に
資
金
の
貸
付
を

帥
歳
以
上
の
方
と
同
居
し
て
お
り
、

お
と
し
よ
り
の
た
め
の
専
用
居
室
を
増

築
ま
た
は
改
築
す
る
た
め
に
必
要
な
経

申
込
受
付
期
間
８
月
迦
日
か
ら
溺

日
ま
で

申
込
先
市
中
央
公
民
館

受
講
料
無
料

（
材
料
費
等
は
各
自
負
担
で
す
）

現
在
、
他
の
講
座
を
受
講
し
て
い
る

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

市
中
央
公
民
館
（
電
③
１
１
２
５
）
へ

夏祭り

昔なつかしい松原小唄や、高萩音頭にとってかわって

都はるみの賑やかな祭嚥子が、街をねり歩くと、いよい

よ本格的な夏がやってくる。

夜祭りは、夏の風物詩の一つである。

絵と文伊藤龍馬
”"ノノノ／ノノノ／/ノア/／//ググノノノノノ／／/ノノ/／/〃ノノノノソノゾ／ノノゾノソノノﾉｿｿﾉｿソﾉ”/／ノソソノ〃/〃ﾉ"ノノノ／//ノノ//／/ﾉﾉﾉﾉﾉ/ソノノ／/ノノノソ／ノノノノノノゾ//／/”

一

ー

費
の
一
部
貸
付
を
行
い
、
お
と
し
よ
り

と
家
族
の
好
ま
し
い
家
族
関
係
を
維
持

す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
、
老
人
居
室

整
備
の
資
金
貸
付
制
度
（
こ
の
資
金
は

年
金
積
立
還
元
融
資
で
す
。
）
が
あ
り

ま
す
。こ

の
貸
付
の
対
象
と
な
る
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
市
内
に
居
住
し
親
族
で
あ
る
お
と
し

よ
り
の
専
用
居
室
を
必
要
と
し
、
自

力
で
整
備
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
方

○
自
分
所
有
の
住
宅
、
ま
た
は
直
系
尊

卑
属
ま
た
は
配
偶
者
が
所
有
し
、
か

■
■
二
三
三
二
■
■
三
一
三
三
■
■
一
一
二
三
二
一
■
■
三
二
三
二
■
■
二
一
二
二
二
一
■
■
二
三
三
二
■
■
三
二
二
三
■
■
三
二
二
三
■
■
三
三
三
二
■
■
’
一
三
三
■
■
一
一
三

県
救
急
医
療
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
開
設

救
急
医
療
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
る
中
か
ら
病
院
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

タ
ー
の
業
務
が
医
師
会
、
医
療
機
関
、
③
案
内
を
受
け
た
方
は
、
セ
ン
タ
ー
か

消
防
本
部
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
８
月
ら
示
さ
れ
た
病
院
に
電
話
を
し
、
診
療

１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
を
確
認
し
て
く
た
さ
い
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
救
急
医
療
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン

県
内
の
消
防
本
部
や
救
急
病
院
な
ど
タ
ー

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
（
電
水
戸
０
２
９
２
１
蝿
１
３
２
６
２

タ
ー
処
理
に
よ
り
救
急
医
療
に
必
要
な
・
３
２
６
３
）

情
報
の
収
集
や
提
供
を
行
い
ま
す
。
重
症
か
つ
緊
急
で
救
急
車
を
依
頼
す

セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
る
と
き
…
消
防
本
部
（
１
１
９
番
）
へ

⑪
緊
急
に
医
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
時
剤
１
１
１
訓
ｉ
Ｉ

本
線

一
心
恥
謹
銅

か
か
り
つ
け
の
病
院
が
な
か
っ
た
り
、

診
療
を
行
う
病
院
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

力
－
な
国

一
蝉
壷
く

時
は
セ
ン
タ
ー
へ

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
記
録
さ
れ
て
い

Ｔ

Bお知らせ
三

F 今月の納税
三

三

同市県民税

言国民健康保険税

！ （2期）
■
■
’
三
三
三
■
■
三
二
三
三
■
■
’
三
二
戸
言
■
■
三
三
一
一
二
一
■
■
一
三
一
二
三
■
■
二
二

Ｊ

つ
居
住
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

○
貸
付
限
度
額
は
１
件
に
つ
き
帥
万
円

限
度
額
の
改
正
の
見
込
み
あ
り
。

（
貸
付
予
定
件
数
４
件
）

○
償
還
期
間
は
加
年
以
内

ご
希
望
の
方
は
、
９
月
訓
日
ま
で
に

市
福
祉
事
務
所
社
会
係
（
電
③
２
１
１

１
内
線
２
８
５
）
ヘ
申
請
し
て
く
だ
さ

市
政
懇
談
会

Ｂ
月
叫
日
横
川
集
会
場

９
月
５
日
高
浜
集
会
所

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
か
ら

）

子
ど
も
相
撲
大
会
で

有
明
町
チ
ー
ム
ニ
連
覇

さ
る
７
月
９
日
、
市
相
撲
連
盟
と
市

体
協
主
催
に
よ
る
子
供
相
撲
大
会
が
、

八
幡
神
社
（
安
良
川
）
の
土
俵
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
女
子
蛇
名
を
含
む
総
数

１
４
０
名
の
ち
び
っ
子
が
参
加
し
、
熱

戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た

○
旧
体
の
部

優
勝
有
明
Ａ
チ
ー
ム

２
位
山
吹
子
供
会

３
位
駒
木
原
Ａ
チ
ー
ム

○
個
人
の
部
（
優
勝
者
）

２
年
管
野
康
弘
３
年
鈴
木
松

行
４
年
鈴
木
強
５
年
原
公

太
６
年
田
口
正
行
（
敬
称
略
）

9月の日曜診療のお知らせ

診療時間は午前9時から午後4時まで

9月3日

"10日

青沼医院 春日町 ｜ (2)2420

宮
十
内医院

王医院

本 町

十王町友部

(2)2306

(十王）3266

ク17日滝川医院 春日町 (3)3100

〃24日 ｜ 白土医院’ 有明町 ｜ (2)2697
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